
２０２０度 事業報告 

                                                               ＮＰＯ法人 おおさかこども多文化センター 

 

Ⅰ 事業期間 

     ２０２０年４月１日 ～ ２０２１年３月３１日  

 

Ⅱ 事業の成果  

今年度は、２０２０年 3 月から新型コロナウィルス感染拡大により、大阪府内の小・中・高等学校が休校措置になり、

大阪府教育委員会からの 10 年続けての委託事業である大阪府日本語教育学校支援事業（ピアにほんご）と池田

市教育委員会からの 2 年目の委託事業である池田市在住外国人日本語指導事業は、６月１日からの学校開業に

合わせての変則的事業運営になった。 ピアにほんごは１０年度目を終了し、事業対象の府立高校のみならず、相談

業務を通して小中学校、国際交流協会、自治体との信頼関係の構築を進めている。池田市在日外国人日本語指導

支援事業は、昨年度より予算も微増だが、増額されて、教育委員会、関係する学校からの信頼を構築しながら、幼稚

園、小・中学校の日本語指導の必要な園児・児童・生徒の教育支援をおこなっている。 

 ２０２０年度は、新型コロナウィルス感染に翻弄された年度になり、訪日観光客の激減、集客をともなう活動の自

粛により、絵本を仲立ちとする多文化共生教育活動、高校生の通訳ボランティア活動、研修会などを実施することが

できなかった。 

NPO 法人を設立して１０年が過ぎ、NPO 法人おおさかこども多文化センター（以下オコタック）としての知名度も

上がり着実に実績作りがなされてきたが、当分は新型コロナウィルス感染防止のために、オコタックの活動の見直し

を検討せざるを得ないのは非常に残念である。 

ボランティアによる外国につながる子どもの居場所づくりと学習支援教室「サタデークラス」活動を、オンラインや

対面での支援体制で継続して実施した。支援の結果、高校受験生は公立・私立とも希望校に合格できた。また、昨

年に続き外国につながる子どもへの高校進学を応援する「Tabunka Juku（たぶんかじゅく） 」を開講し、中国、ネ

パールルーツの生徒が、大阪府の日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒入学者選抜を受験し合格できた。 

（財）H2O サンタプロジェクトから寄付をいただき、オコタックの活動を実施するための運営経費に活用。  

年度途中で、緊急の事業として「特別定額給付金を活用した外国につながる子ども支援キャンペーン」を実施し、   

オコタック内の事業を含め外国につながる子どもへの支援活動への寄付を募り、多くの方から協力を得た。他団体

との連携として、国立大学法人大阪大学大学院人間科学研究科・人間科学部と、日本語指導が必要な児童・生徒の

ための遠隔支援に関する実証実験を行った。 

    

Ⅲ 事業の実施状況 

１ 特定非営利活動に関わる事業 

（１）（事業名） 大阪府日本語教育学校支援事業「ピアにほんご」 （大阪府教育委員会委託事業） 

    （内 容） 大阪府立高校に学ぶ日本語指導の必要な生徒のための教育支援事業。 

           教育サポーター派遣、保護者懇談通訳派遣、日本語教育教材、資料の紹介や情報提供、 

    相談員による相談業務・生活オリエンテーション・教育サポーターの交流会の実施。 

    （実施期間） ２０２０年４月 ～ ２０２１年３月 

    （事業の対象者） 各府立高校 

    （収 入） ７，６５４，０００円 

    （支 出） ７，６５７，４０１円 

 

（２）（事業名） 池田市在日外国人日本語指導支援事業 （池田市教育委員会委託事業） 

    （内 容） 池田市立小学校３校に日本語専門講師と大阪大学で日本語専攻している学生のアシスタントを派遣して、

日本語指導を行った。 同時に、児童の母語ができるサポーターを学校に派遣。 池田市立さくら幼稚園に母語

サポーターを派遣。 入学・入園、編入手続き、保護者懇談などで通訳派遣。池田市の学校、幼稚園のお便り文

書・説明会等の資料の翻訳（英語、インドネシア語）や新たにベトナム語の受け入れ資料を作成。 

    （実施期間） ２０２０年４月 ～ ２０２１年３月 



    （収 入） ３，５７０，０００円 

    （支 出） ３，５７０，０００円 

 

（３）（事業名） 講師・通訳派遣事業および翻訳事業 

（内 容） 研修講座の講師、通訳、非常勤講師など、当 NPO が推薦する人材を、自治体、国際交流協会、小・中・   

        高校等に紹介した。また、翻訳事業を行った。 

 （事業の対象者） 大阪府教育委員会、大阪府内市町村教育委員会、各地国際交流協会、大阪府立高校、府内小・  

         中学校、（株）Ｋサポート、等 

    （収入）  ６４９，０７４円    

    （支出）  ３４０，１８０円 

 

（４）（事業名） ヒューライツ大阪との共催事業 外国にルーツを持つ子どもたちの教育課題を考える研修会 

    （内 容）  外国にルーツを持つ子どもの教育保障を考える 

 ～可児市における不就学ゼロをめざす取り組みを例に～ 

    （実施日） １２月１９日（土） １４：00～１６：００ Zoom オンライン 

    （講 師） 小島 祥美さん（東京外国語大学 世界言語社会教育センター／多言語多文化センター准教授） 

    （収 入） ０円 

    （支 出） ０円 

 

（５）（事業名） 文献・資料の収集と公開、及びリソースセンターとしての環境整備と教育相談 

（内 容） 外国にルーツをもつ子どもたちの教育支援・多文化社会の実現に役に立つ資料・教材や、 

多言語の絵本を含む文献を収集して、公開するように整備中。 

大阪府内の教育委員会、学校、行政機関、地域の支援者、外国人保護者、大学研究者などから 

外国にルーツをもつ子どもの教育相談に対応。（相談件数 約２３０件）  

（2016 年度より大阪府人権協会の相談登録メンバー） 

    （収 入） ０円 

    （支 出） ０円 

 

（６）（事業名） サタデークラスの運営  （寄付、こども参加費一人年間 1,000 円（コロナ下で休止やオンライン等で例   

             年の半額とした）、大和証券助成金（前年度からの繰り越し分）、およびキリン福祉財団助成金）  

（内 容） 大阪市内外の外国につながる多文化なこどもたちに居場所と学習支援の場を提供した。4～5 月は新型

コロナウィルス関連で緊急事態宣言発出を受け、オンラインによる活動とした。その後も借用会場の閉鎖

が相次ぎ、オンラインと教室での対面支援併用となった。オンライン対応が続き、事前に子どもとボランティ

アが教材共有する形が定着した。ボランティア体験説明会には、ほぼ毎回参加者があったがイベント開催

はできなかった。 ホームページ、facebook、新規作成のパンフレット等により情報発信を行った。 

（実施期間） 2020年４月～2021年3月 毎週土曜日の午後  （4月5月はオンライン支援のみ、その他はオンラ 

インと教室での支援） 

（事業の対象者） 大阪市内外在住の外国につながる 6 歳から 18 歳までの子どもたち 

（収 入）  ５４２，５０１ 円 

（支 出）  ４２９，２３５ 円 

     

（７）（事業名） Tabunka Ｊuku（たぶんかじゅく）（大阪市塾代助成事業交付金、（一財）教職員生涯福祉財団奨励金、

寄付） 

    （内 容） 4，5 月は緊急事態宣言下での中学校の休校を受け、オンラインによる授業、6 月から学校再開と共に対

面授業を行った。中国、ネパールルーツの生徒に毎週定期的に英語/数学の教科学習指導を行い、努力の

結果志望校合格が得られた。前年度実施の四ツ橋校は、その役割を終了。この「Tabunka Juku（たぶん

かじゅく）」も 2021 年 3 月末で事業を終了した。 



（注：関連教室Tabunka Juku “Animo”（たぶんかじゅく「アニモ」）は、2019年11月以降、「西淀川イ

ンターナショナルコミュニティー」が事業主となり活動継続している。） 

   （実施期間） 2020 年４月～2021 年３月 

   (事業の対象者） 大阪市内外に在住する外国につながる子ども 

   （収 入）   ４４９，１００円  

   （支 出）   ４２４，１４０円  

 

(８)（事業名） 「子どもの夢応援ネットワーク」事業 

   （内 容） 子どもの夢応援ネットワーク ともにいきるシンポ Part4 

～外国につながる若者の支援を 実践・実績から学ぶ～ 

   (講 師)  ・堀 永乃さん （一般社団法人グローバル人財サポート浜松代表） 

            ・田中 宝紀さん （NPO 法人青少年自立援助センター） 

            ・高橋 清樹さん （NPO 法人多文化共生教育ネットワークかながわ） 

   （日 時) ３日１４日（日）１３：３０～1６：３０  Zoom オンライン 

   （収 入） ０円 

   （支 出） ０円  

 

（９）（事業名） 外国人のための教育相談会 （大阪府国際交流財団（OFIX）と共催） 

    （内 容） 外国人のための教育相談会を実施 通訳付き （英語、中国語、ベトナム語、ネパール語） 

（日 時） 3 月 13 日（土） 13：00～１６：００ 

（場 所） マイドームおおさか 

（収 入） ４０，０００円 

（支 出） １５，０００円 

     

（１０）（事業名） 情報発信   

 （内 容） ホームページや、Ｆａｃｅｂｏｏｋなど SNS の活用により情報発信を充実させた。 

 （収 入） ０円 

 （支 出） ０円 

 

（１１）（事業名） 企業・関連団体との連携と、NPO「おおさかこども多文化センター」としての実績作り 

 （内 容） 国立大学法人大阪大学大学院人間科学研究科・人間科学部と大阪大学オムニサイト締結して、日本語

指導が必要な児童・生徒のための遠隔支援に関する実証実験（天満夜間中学）をおこなった。             

  (財)H2O サンタプロジェクトを通じて、オコタックの広報、寄付金の配分をいただいた。 

 （収 入） ９００，０００円  +  H2O サンタプロジェクトからの寄付 １９９，１２０円 

 （支 出） ４０３，８２０円  

  

（１２）（事業名） 「特別定額給付金を活用した外国につながる子ども支援キャンペーン」 

     （内 容） 2020 年、国の施策で配布された特別定額給付金を外国につながる子どもの支援に活用する目的とし 

             てオコタック活動に関わる方々に 6 月 30 日から 10 月末日まで標記キャンペーンを訴えた。 

             多くの方々からの寄付金を以下のように活用した。 

             西淀川インターナショナルコミュニティー事業（NIC）へ 

                学習支援教室（小学生対象）「きらきら」 

                学習支援教室（中学生対象）「たぶんかじゅく アニモ」 

             NPO 法人おおさかこども多文化センター事業へ 

                学習支援教室 「サタデークラス」 

 （収 入） ３３８、０００円 

 （支 出） １６４，０００円 （※残額174,000円は、次年度以降、オコタック「外国につながる子ども支援基金（ころち 



                      ゃん基金）設立準備事業」に充てるものとする。） 

２ その他の事業 

    2020 年度は実施していません。 

 

Ⅳ 会員総会の開催状況 

    第 10 回通常総会 

（日 時） ５月３０（土） 10:10〜10:40      

（場 所） ヒューライツ大阪 セミナー室 

（社員総数） 77 名  

（出席者数） 57 名(うち委任状出席者数 50 名) 

（内 容） 2019 年度事業報告、決算報告、監査報告等 

  新たな監査の選任、20２0 年度事業計画、予算等 

以上のすべての案件が原案通り可決された。 

 

Ⅴ 理事会その他の役員会の開催 

 理事会及び臨時理事会 開催回数 ３回： 5 月 27 日、7 月 2 日、3 月 23 日  


